
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐阜匠（ＧＩ･ＦＵ･ＳＨＯ） 

自然流
じねんりゅう

ぎふ スローライフの知恵 

 
JR岐阜駅に隣接するアクティブＧ３階ＴＡＫＵＭＩ工房「岐阜匠」では、５月８日（木）

から６月３日（火）まで標記フェアを開催します。 

今回は、「自然流ぎふ スローライフの知恵」と題し、スローライフのものづくりを紹介

します。 

 

草木染め、泥染めなどの天然染めや、シルクなどの天然繊維製品を幅広く紹介します。 

 

視覚的に涼しさを感じる“水うちわ”のほか、岐阜の自然素材を使って、匠の技で作られ

た自然流の草木染めや泥染めの帽子等、環境にやさしい生活が発見できるシルク小物、和

紙などが並びます。 

 

岐阜匠では、アンテナショップとして県内の製品で新たなライフスタイルを提案するとと

もに郷土の名品を紹介していきますので、ご来店をお待ちしております。 

 

 

１．期 間   平成２０年５月８日（木）～６月３日（火） 

          １０：００～１９：００（最終日は１６：００まで） 

２．場 所   岐阜市橋本町１－１０－１ ＪＲ岐阜駅・アクティブＧ３階 

      岐阜匠（ぎふしょう）  電話（０５８）２６９－４１４０ 

 

３．出 展   家田紙工(株) （いえだしこう）    （岐阜市）    水うちわ 

             (有)エコーション（えこーしょん） （各務原市）   草木染め・帽子 

(有)ゆはら染工（ゆはらそめこう）  （高山市）     泥染め 

花まゆ工房(はなまゆこうぼう)    (高山市)      シルク小物 

山中工房（さんちゅうこうぼう）  （飛驒市）     山中和紙 

        近藤知子(こんどうともこ)     (各務原市)   草木染め  

        

                 

水うちわは、「美濃手漉き和紙」の雁皮紙（がんぴし）という繊維が細く透明感のある

和紙を貼り、専用のニスを塗って仕上げてあるのが大きな特徴です。ニスを塗ることによ

り、透明感が出て、涼しげなうちわに仕上がります。見た目が透けているのと昔は水につ

けて気化熱で涼むという方法で涼をとったので、水うちわと呼ばれているようです。(考え

方としては打ち水に似た感じ) 
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